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　「教育開発支援セン
ター」という組織が学内
にあることを知っている
学生は、どれくらいいる

のだろうか。本誌「ニューズレター」を手にする学生
はどれほどいるのだろうか。ラーニングアシスタントや
ティーチングアシスタントに従事している学生にとっ
ては当センターの存在は周知のことであるのだろう
が、ほとんどの学生にとっては、残念ながらセンター
の認知度はかなり低く、厳格さが漂う近寄りがたい
ものに写るのかもしれません。今号は、新入学生も

手にする機会もあると思われるので、センターをほん
の少し垣間見たいと思います。
　本センターは、関西大学の教育内容・方法を改
善していく取り組みや教育効果の評価方法の開発
など授業をより良くしていくことを念頭に企画実践
する組織で、学生の皆さんが、日ごろ受講している
講義を更に発展させる縁の下の力持ち的な存在
なのです。身近には、授業評価アンケートの企画運
営や今号で取り上げた双方向授業ツール「クリッ
カー」など授業を行ううえでの優れものの活用事例
を紹介するなどを通じて教育の質向上を支援する

組織と言ったほうが解りやすいのかもしれません。
教育（授業）は、先生と学生がともに教えともに学ぶ
ことにより相乗効果が生まれ発展向上していくもの
だと思います。 この組織の英語名称は「Center 
for Teaching and Learning」と言い、教え学びあ
う重要性を端的に示していると理解しています。学
生の皆さんも教えと学びの共同体の一員として、こ
のニューズレターの愛読者になってもらい、教育開
発支援センターの活動に目を向けて寄り添ってもら
えればありがたいと切に願っています。

   （勝）
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アクティブ・ラーニングがいざなうLiberal Arts教育

　大学に入って学ぶ教養科目の位置づけについ
て考えてみたい。教養科目は専門科目を学び研
究を始める前の心構えやある分野の人間的に一
般的な素養を身につけておくための科目群であ
る。18歳まで親と同居し、衛生面、栄養面、
経済面等のほとんどの生活の営みや心身の成長
を親まかせで生きてきた子供が大学卒業時社会
人として巣立っていくまでの4年間の大学生活
で先ず履修する科目群である。ということは、
これらの科目の履修を通して、大人としての社
会的人間性が育まなければならないはずだ。
　現に人間性ある医師の育成にと、コロンビア
大学の医学部では、医療の知識しか持たずに
人間性のない人間として深みのない医師ではこ
れからはいけないと、人間性育成のために絵
画、芸術や音楽のカリキュラムを取り入れたそ
うだ。人間性のある医師となって、人生を送っ
てほしいという願いが込められている。
　大学とは、ただの「社会人養成のための学舎」
ではなく、人間性のある未来人を育てることが真
の使命だと思う。つまり、大学とは人間性教育を
基軸にしてアカデミックな環境で学ぶことが担保
されないといけないところであろう。そのために
は、教養科目を人間科学（Human Science）の
領域に位置付け、単なる知識情報の伝授や解釈
に終始するカリキュラムではなく、人間の営みに関
わる経験科学として位置付けなければならない。

　こんなことを考えていたら、赤レンガの建物
が青い空に映えるサザンイリノイ大学の光景が
浮かんできた。イリノイ州の南の田舎町、カー
ボンデールにある赤レンガの校舎が印象的なサ
ザンイリノイ大学を訪ねて久しくなる。何もない
田舎道の横にポツンとたたずむこの大学はアメ
リカの教育に深く貢献してきた。ここは、1900
年初頭の産業革命で賑わっていた時期、今か
ら100年以上も前に、学習者主体のアクティブ・
ラーニング を 提 唱し、実 践して いたJohn 
Dewy教授が教鞭をとっていた大学である。
　John Dewey教授は教育者とはヒポクラテス
宣誓を教育の場で実践し、これからの社会で活
躍・貢献していく学生たちの模範となるようにお
手本を示し、巣立っていく若者たちもヒポクラテ
ス宣誓を実践していくことを願っていた。ヒポク
ラテス宣誓とは「学問を修めた者は、その知識
を自らの倫理と責任に基づいて、人類や社会の
ために正しく用いていくことを誓うべきである。」
というものである。大学で得た知識を安心・安
全で平和な未来社会構築のために活用する知恵
をもってこそ、豊かな価値が生まれてくるはずで
ある。大学は知識だけを身につけるところでは
なく、それを活用する知恵を育まなくてはいけ
ない。そうすることで、自身の人生にも社会に
も新たな価値を創造する力が生まれてくる。こ
れを実践的に育むのが本来のLiberal Arts教

育（教養教育）ではないかと考える。
　教養教育の目的は、自身の専門知識に限定す
るのではなく、他の学問との関係性を深め、俯
瞰的に多視点から知恵を育むことである。これ
は、「言うが易し」であるが、私がまだアメリカ
の大学で教えていた頃1990年後半から2000年
初頭の間は、いろいろな学部の科目をアラカルト
的に選択して履修するインターディシイプリナリー
教育やいくつかの専門分野を統合化して多視点
から専門分野の知識を学ぶインテグレーティッ
ド・カリキュラムが試されたがどれもうまくいかな
かった。失敗の原因は3つある。教育パラダイム
が従来型の専門知識を身につけるだけの教育パラ
ダイムで、学習環境にアクティブ・ラーニングを
導入していなかったこと、学習者主体の学びの
概念がなく、学習者がチームベースで学びを進
めるPBLが普及していなかったこと、教員自
身がチームワークで教育ができず、学習者に
混乱や誤解を招き、いいロールモデルが示せ
なかったことが挙げられる。つまり、教養教
育にはアクティブ・ラーニングに基づいた社会
構成主義の教育パラダイムが根本になければ
ならない。教養教育では、新しい価値を認め
る開かれた心、倫理観、優れた教養と知恵を
身につけた全体人間を育てていかなければな
らない。つまり、教養教育はアカデミックな人
間科学（Human Science）の分野なのである。
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　お昼休みという短い時間を活用して先生
方とぎゅっと詰まったお話をさせていただく
ランチョンセミナーを開催しました。今回の
テーマは、「クリッカーの活用」と「シラバ
ス設計」についてです。
　「クリッカーの活用」では授業での利用方
法と実際の操作手順についてお話をしまし
た。関西大学では5 年ほど前からクリッカー
を導入し、主に多人数講義で活用されてい
ます。クリッカーの利用方法としては、まず
教員が学生に質問と選択肢を出します。そ
の回答をする際、学生はクリッカーのボタン
を使って該当する選択肢を選びます。その
結果が瞬時にモニターに提示されます。た
とえば、「SWATモデルのSは次のうち何を
指すか」など前回の授業内容に対する復習
として小テストをすることもできますし、「缶

コーヒーのCMを視聴した印象は次のうちど
れにあたるか」という質問を出し、「優雅で
ある、親しみやすい」等の選択肢をいくつ
か用意し、結果をもとに学生同士に意見交
換をさせることで学生の多様な意見を引き
出すこともできます。様々な利用方法があり
ますので、ぜひご活用ください。なおクリッ
カーの予約に関しては授業支援グループま
でご一報ください。
　「シラバス設計」では、インストラクショ
ナルデザインの考え方をもとに、シラバスを
さらによくしていくための手立てについて紹
介しました。短い時間でも参加いただけるよ
うに30 分コースとしましたため、参加者は
多かったのですが、先生同士で意見交換を
していただく時間を十分にとれませんでし
た。次回はご希望に応じて、先生方に気軽

にお話しいただける場も設けたいと思いま
す。
　2016 年度もランチョンセミナーを開催して
いきますのでどうぞよろしくお願い申し上げ
ます！！

（教育推進部　岩﨑千晶）

「クリッカーの活用」「シラバス設計」に関するランチョンセミナーを開催しました！

　関西大学では、平成28年度から新たに「関大LMS」の運用
を開始します。関大LMSは、Web上での教材作成、テストの実
施やレポートの採点など、授業に必要な機能を網羅しております。
さらに、メッセージ機能や会議室機能などにより、受講生―教員間
や受講生同士のコミュニケーションを促進することで、教えと学びの
双方を支援します。また、スマートフォンやタブレットに最適化された

インターフェースを用意し、多様なブラウザにも対応しているので、
ユーザーの環境に合わせて活用することが可能になります。
　今後、教育開発支援センターでは関大LMSの活用促進に向け
たセミナーなどを開催していく予定です。詳細は教育開発支援セン
ター Webサイトなどでご案内します。

関大LMSの主な機能（一例）

関大LMS（Learning Management System）

資料の配布や提示
教員がPC上で作成した資料
（Word,Excel,PowerPointなど）をアップロード
できます。

レポートの採点
レポート課題を提示し、回収・採点・添削を行
うことができます。未提出者への督促や再提出
の指示をメール送信により行うこともできま
す。また、類似レポート検知機能もあります。

テストの実施

テストの作成及び実施ができます。制限時間や
受験回数などを設定可能ですし、音声や画像
ファイルを問題文の一部としてアップロードで
きますので、柔軟な作問を行えます。また、自動
採点もできますので、学生への即時フィード
バックや採点にかかる負担軽減にも有効です。

関大LMSトップページ

授業支援ツールの紹介


